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全 自
治
体
の
４
割
が
消
滅
の
可
能
性

国
的
な
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る

現
在
の
日
本
に
お
い
て
、
地
方

で
は
特
に
深
刻
な
人
口
減
少
と
急
速
な

少
子
化
・
高
齢
化
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
民
間
有
識
者
ら
で
組
織
す
る
「
人

口
戦
略
会
議
」
は
、
令
和
６
年
４
月
に

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
を
も
と
に
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性

の
数
、「
若
年
女
性
人
口
」
の
減
少
率
を

市
区
町
村
ご
と
に
分
析
し
発
表
し
ま
し

た
。
２
０
５
０
年
ま
で
の
期
間
で
、
若

年
女
性
人
口
が
半
数
以
下
に
な
る
自
治

体
は
全
体
の
４
割
に
あ
た
る
７
４
４
あ

り
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
は
、
そ
の
後
、

人
口
が
急
減
し
、
最
終
的
に
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
推
計
に
よ
る
と

菰
野
町
の
若
年
女
性
人
口

の
減
少
率
は
マ
イ
ナ
ス

24
・
４
％
で
三
重
県
内
で

は
３
番
目
に
低
く
、「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」
に
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
平
成
30
年
か

ら
令
和
５

年
ま
で

の
↖

定 住 自 立 圏 構 想

各 人
口
減
少
社
会
へ
の
打
開
策

地
で
人
口
減
少
に
よ
る
影
響
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
中
、
総
務
省
は
地

方
圏
か
ら
の
人
口
の
流
出
を
防
ぎ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
地
方
圏
に
も
形
成

で
き
る
よ
う
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
に
基

づ
く
定
住
自
立
圏
の
形
成
を
平
成
21
年
か

ら
進
め
て
い
ま
す
。
地
方
圏
か
ら
三
大
都

市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
つ
つ
、

三
大
都
市
圏
の
住
民
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

こ も の　　 い な べ
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６
年
間
で
人
口
が
減
少
傾
向
に
転
じ
、
既

に
約
６
０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。今
後
、

さ
ら
に
少
子
化
・
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、

15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

2050 年　　　　　　　日本にある自治体の４割が消滅する

そんな日本全体が直面する喫緊の課題に立ち向かうため

定住自立圏構想のもと、広域で存続の道を模索する▲令和６年６月 28 日にいなべ市役所で行った定住
自立圏形成協定調印式の様子

じ
た
居
住
の
選
択
肢
を
地
方
圏
で
提
供
す

る
こ
と
で
、
三
大
都
市
圏
か
ら
の
人
の
流

れ
を
創
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
定

住
自
立
圏
構
想
」
で
は
、
人
口
５
万
人
程

度
以
上
の
中
心
市
を
設
定
し
、
近
隣
市
町

村
を
含
め
て
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回
、

菰
野
町
で
は
、
隣
接
す
る
い
な
べ
市
と
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
菰
野
町
と
い
な
べ
市
は
そ
れ
ぞ

れ
三
重
郡
と
員
弁
郡
、
三
泗
地
域
と
桑
員

地
域
と
し
て
の
繋
が
り
が
強
く
、
行
政
上

の
連
携
が
希
薄
で
あ
っ
た
地
域
同
士
で
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
っ
て

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
、
い
な
べ
市
を
中

心
市
と
し
て
据
え
る
こ
と
で
、
い
な
べ
市

が
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
結
ん
で
い
る

東
員
町
と
と
も
に
新
た
な
生
活
圏
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼三重県内の「消滅可能性自治体」マップ
出典

いなべ市

菰野町

東員町

▶人口５万人程度以上
▶昼夜間人口比率が１以上
▶三大都市圏外※

※例外規定あり。菰野町、四日市
市等は三大都市圏に含まれる。

B特 集 eyond the area

ともに鈴鹿山脈の麓に位置し、観光資源や生活圏など共通す
る部分が多く存在する菰野町といなべ市。今回、その共通部
分を生かし、連携を強めていく取り組みがスタートしました。

人口戦略会議

I N
A
B E

KOMONO

鈴鹿山脈で連なる２つのまち
人口減少社会の中で

菰野町といなべ市で歩む



菰
野
町
が
菰
野
町
と
し
て

存
続
し
て
い
く
た
め
に

令 県
内
各
地
で
形
成
さ
れ
る
連
携

和
５
年
11
月
時
点
で
全
国
で

１
４
０
の
市
が
中
心
市
と
し
て
宣

言
し
て
お
り
、
１
３
０
の
地
域
で
既
に
定

住
自
立
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
重

県
内
で
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
い
る
地

域
は
現
在
、
菰
野
町
と
い
な
べ
市
以
外
に

も
３
箇
所
あ
り
ま
す
。
松
阪
市
、伊
勢
市
、

伊
賀
市
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
市
と
し
て
定
住

広報こもの
№ 768

４

定住自立圏構想こもの　　いなべ×
eyond the areaB特 

集

三重県内での定住自立圏の形成は、それぞれの地域の特徴や
地理的特性を生かしながら多種多様なかたちで推進されてい
ます。三重県としては、中心市の皆さんにお集まりいただい
て担当者会議を開催したり、定住自立圏としての計画や共生
ビジョンを策定するための助言を行ったりといった部分で支
援を行っています。地方に安心して暮らし、三大都市圏から見ても三重県が魅力的で
住みやすい地域となるよう定住自立圏を形成する市町を今後も必要に応じて、サポー
トしていきたいと考えています。

COMMENT

定
住
自
立
圏
の
形
成
で
見
出
す
菰
野
町
の
活
路

人
口
減
少
社
会
へ
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
三
重
県
、
菰
野
町
、

い
な
べ
市
、
３
者
で
協
議
を
重
ね
、
締
結
に
至
っ
た
定
住
自
立

圏
形
成
協
定
。
で
は
今
後
、
こ
の
協
定
を
生
か
し
、
ど
の
よ
う

に
し
て
魅
力
的
な
地
域
を
形
成
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
三
重
県
、
菰
野
町
、
い
な
べ
市
、
３
者
の
担
当
者
に
狙
い

と
展
望
を
伺
い
ま
し
た
。

自
立
圏
を
形
成
し
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携

を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
伊
賀
市
を
中

心
市
と
す
る
伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和

定
住
自
立
圏
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
３

つ
の
府
県
に
属
す
る
市
町
村
が
県
域
を

超
え
て
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
て
い
る

事
例
で
あ
り
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
が

こ
れ
ま
で
の
枠
組
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

た
な
地
域
圏
を
形
作
る
構
想
で
あ
る
こ

と
を
示
す
好
例
と
い
え
ま
す
。

　
定
住
自
立
圏
の
形
成
は
、
あ
く
ま
で

各
自
治
体
の
意
志
と
合
意
に
よ
り
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
三
重
県
も
地

域
づ
く
り
推
進
課
が
窓
口
と
な
っ

て
各
自
治
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に

携
わ
り
、
３
者
が
連
携
し
て
協
定
締

結
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
に
至
る

ま
で
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま

す
。

定 多
岐
に
わ
た
る
連
携
を
模
索
す
る

住
自
立
圏
の
形
成
に
よ
っ
て
連
携

で
き
る
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
わ
た
り
ま
す
が
、
菰
野
町
と
い
な
べ
市

で
は
、現
時
点
で
医
療
、福
祉
、産
業
振
興
、

環
境
、
公
共
交
通
と
い
っ
た
分
野
で
の
連

携
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
環
境

の
分
野
で
は
、
平
成
３
年
に
建
設
さ
れ
て

か
ら
老
朽
化
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
た
め
、

同
様
の
課
題
を
有
す
る
い
な
べ
市
と
統
合

し
て
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
広
域
で
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
医

療
の
分
野
で
は
両
市
町
に
存
在
す
る
三
重

多 行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に

様
化
が
叫
ば
れ
る
現
代
に
お
い
て

行
政
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
も
複

雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
現
状
に
対
し
、
活
用
で
き
る
制
度

と
し
て
総
務
省
が
推
進
す
る
地
域
活
性

化
起
業
人
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
三
大
都
市
圏
か
ら
企
業
人
を
招

致
し
、
民
間
企
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や
知
見
を
生
か
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
や
事
業
推
進
に
取
り
組
む
も
の
で
、

今
回
、
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
た
菰
野

町
も
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
企
業
人

の
力
を
借
り
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
定

住
自
立
圏
の
形
成
に
よ
る
事
業
推
進
や

施
設
整
備
、
そ
し
て
地
域
活
性
化
起
業

人
制
度
に
関
す
る
経
費
な
ど
に
は
国
の

特
別
交
付
税
措
置
に
よ
る
財
政
支
援
や

▼三重県内の定住自立圏形成状況

隣町であるいなべ市ですが、話題性や事業展開などの部分で菰野町が学ぶべ
き部分も多く存在しています。行政上の区分けにより、これまであまり自治

体同士で関わりがありませんでしたが、今後、交流を深めつつ連
携することで行政サービスや観光施策などを相乗効果で高めて

いけるはずです。定住自立圏を形成することで利用できる制
度や財政的な措置も多くある
ので、それらをうまく活用し

ながら、これまでにない政策を展
開していければと考えています。

三重県地域連携・交通部
地域づくり推進課 地域企画班 主事 脇

わ き

 友
と も

子
こ

さん

いなべ市
企画部 政策課 課長 小

こ

谷
た に

直
な お

仁
ひ と

さん
菰野町
企画情報課 政策推進室 室長 諸

も ろ

岡
お か

伸
し ん

也
や

▲施設の維持管理に多くの費用を必要とする清掃セン
ター。耐用年数にも限度があることから広域で統合
すれば、両市町にメリットがあります。

▲定住自立圏を形成することでできる３つの施策例

長い歴史をもつ湯の山温泉など観光地として学ぶべき部分が菰野町に
は多くあると感じています。自然に恵まれている立地は同じなので、
協定締結を契機に広い地域で「にぎわい」を創出できれば、新しい
可能性が見出せると考えています。そのためにまずは共通の課
題を探り、行政ニーズに見合った解決策を打ち出していかなけ
ればなりません。住民アンケートの結果などから第１に医療、
第２に公共交通や産業振興、環境といった部分への課題が
既に見えているので、広い視点をもって両市町の住民が
少しでも暮らしやすくなるよう連携を進めていきます。

菰野町といなべ市で新たな可能性を見出す

北
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
、
産
業
振

興
の
分
野
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
広

域
で
の
観
光
誘
客
や
商
品
開
発
な
ど
で
の

連
携
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強

化
と
し
て
人
材
交
流
や
合
同
職
員
研
修
会

の
開
催
な
ど
で
職
員
の
資
質
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

交
付
金
の
採
択
に
一
定
程
度
の
配
慮
が
な

さ
れ
る
こ
と
も
町
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
菰
野
町
と
い
な
べ
市
と
の
定
住
自
立
圏

の
形
成
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。今
後
、

い
か
に
し
て
住
み
よ
く
、
三
大
都
市
圏
か

ら
見
て
も
魅
力
的
な
地
域
と
し
て
映
る
よ

う
に
な
る
か
、
今
後
も
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

広域連携の相乗効果で暮らしやすさに繋げる

生活機能の強化 結びつきや
ネットワークの強化

圏域マネジメント
能力の強化

医療 福祉

産業振興 環境 地域公共交通 圏域内市町の職員等の交流

１

・三重北医療セン
ターの運営支援

・子育て支援体制の
充実

・観光振興による広
域での誘客や観光
商品の開発

・清掃センターの統
合建設の検討

・地域公共交通の利便性向上およ
び利用促進

・周辺地域への快適な移動

・合同職員研修等の実施
・人材育成推進のための交流

２ ３
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やきフェスタ 2024 が保健福祉セン
ターけやきで開催されました。会場で

は福祉ゾーンや保健ゾーンなどの趣向を凝ら
したブースに多くの方が来場し、手話を用い
たコミュニケーションや車いす体験、声で情
報を伝える音訳ボランティアの活動などを体
験することで障がいに対する理解を深めてい
ました。イベントの最後には、来場者が音楽
に合わせてメッセージ付き風船を一斉に飛ば
し、盛大なフィナーレを迎えました。

け

けやきフェスタを開催
５年ぶりの福祉と健康のフェスティバル

◀
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
空
へ
一
斉
に
舞
い
上
が
る

ピ
ン
ク
色
と
白
色
の
風
船

日

月

23
６

内在住のダンサー「A
ア ロ ー
RROW」さん

プロデュースによるダンスイベント
「K

コ モ ノ
OMONO D

ダ ン ス
ANCE V

ヴ ィ ジ ョ ン
ISION」を町民セ

ンターホールで開催し、さまざまな年代が
ダンスを披露しました。今回は「M

メ ガ
EGA

でる４丁目」をゲストダンサーとして迎え、
ユーモアあふれるダンスとともに満席の会
場は熱狂と爆笑の渦に包まれていました。

町

KOMONO DANCE VISION
レベルの高いダンスに会場が沸く

日

月

30
◀
コ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
大
き
な
笑
い
も
起
こ

し
た
M
E
G
A
で
る
４
丁
目
の
３
人

６

重県高等学校体育大会柔道競技 100
㌔級（個人）で優勝し、大分県のレゾ

ナック武道スポーツセンターで開催される第
73 回全国高等学校柔道大会に出場する太

おお
田
た

寛
かん

汰
た

さん（四日市中央工業高校３年、千草）
が町長を訪れました。太田さんは「小学６年
生以降、優勝から遠ざかり、ケガにも悩まさ
れ悔しい思いをしてきました。今回、久し振
りに優勝できて支えてくれた人に恩返しでき
ました」と語り、町長は「今後もこれまでの
経験を前向きに捉えて競技に取り組んでほし
い」と激励しました。

三

柔道で県大会優勝 全国へ
小学６年生から逃していた念願の優勝を果たす

◀
訪
問
時
に
町
長
と
組
ん
で
み
せ
た
太
田
さ

ん
（
写
真
左
）

日

月

19
６

TEL 391-1100
FAX 394-3199

公開決定した公文書の内訳
総務課 ３

税務課 ２

都市整備課 34

上下水道課 49

議会事務局 ６

消防本部・消防署 ３

全部公開 72

部分公開 27

非公開 １

公文書不存在 ５

取下げ ３

計 108

※部分公開となった理由は、文書
の一部に個人情報に該当するも
のが含まれていることなどによ
るものです。

い 合 わ せ問

総務課

財務課 ２

観光産業課 ３

公文書公開決定等の件数

公正で民主的な町政の発展
のために町では公文書の公
開を行っています。令和５
年度の主な公開決定等の件
数は、全部公開が 72 件、
部分公開が 27 件となって

います。

運用状況

令和５年度

の情 報 公 開 制 度

コミュニティ振興課 ２

環境課 ４

抱
き
あ
げ
る
仔
猫
に
骨
の
な
き
ご
と
く

ま
だ
風
の
濡
れ
ゐ
る
う
ち
に
草
を
引
く

折
鶴
の
未
完
の
つ
ば
さ
沖
縄
忌

ふ
る
里
の
力
漲
る
大
青
田

ひ
ま
わ
り
に
日
々
ぬ
か
さ
れ
る
自
分
の
背

向
日
葵
に
朝
日
当
た
り
て
黄
金
色

ダ
イ
ビ
ン
グ
海
の
底
ま
で
泳
ご
う
か

入
道
雲
で
か
い
ス
ケ
ッ
チ
絵
を
描
き
た
い

風
鈴
の
音
を
聞
き
つ
つ
本
を
読
む

夜
の
川
ホ
タ
ル
が
つ
く
る
星
座
た
ち

夏
の
音
甲
高
く
鳴
る
ホ
イ
ッ
ス
ル

鮎
は
ゆ
く
光
る
マ
ン
ト
を
身
に
つ
け
て

部
活
行
く
自
転
車
を
こ
ぐ
草
い
き
れ

夏
の
夜
星
々
つ
な
ぐ
天
の
川

赤
富
士
の
大
き
な
ぬ
く
も
り
祖
母
に
似
る

ソ
ー
ダ
水
描
く
キ
ャ
ン
パ
ス
青
絵
の
具

金
津
や
よ
い
（
菰
野
町
）

古
川
和
子
（
鈴
鹿
市
）

い
り
や
ま
勝
英（
四
日
市
市
）

金
津
や
よ
い
（
菰
野
町
）

木
村
優
杏
（
菰
野
小
）

長
谷
川
ひ
な
た
（
菰
野
小
）

森 

悠
翔
（
鵜
川
原
小
）

平
澤
虹
花
（
竹
永
小
）

萩 

瑞
稀
（
朝
上
小
）

滝
井
龍
之
輔
（
千
種
小
）

山
口
颯
斗
　（
菰
野
中
）

小
林
さ
ち
（
菰
野
中
）

世
古
結
月
（
八
風
中
）

長
田
橘
花
（
一
年
）

深
澤
ひ
な
た
（
二
年
）

萩
原
彩
月
（
三
年
）

町
議
会
議
長
賞

町
教
育
長
賞

特選句（敬称略）

応
募
句

当
日
句

応
募
句

当
日
句

特
選 小
学
校
の
部

特
選

特
選中

学
校
の
部

特
選

特
選

特
選高

校
の
部

特
選

特
選

特
選

特
選

特
選

特
選

広報こもの
№ 768

６

内の学術、芸術等の充実に貢献し、文
化の振興に貢献した方や団体などを表

彰する令和６年度菰野町文化功労者表
彰式を役場本庁で開催しました。受
賞者を代表して諸

もろ
岡
おか

時
とき

次
じ

さんは、「１
日でも１秒でも永く生きてこれか
らも文化に携わっていきたいと
思います」とあいさつしました。

町

文化功労者を表彰
菰野町の文化振興にさまざまな面で貢献

◀
受
賞
し
た
文
化
功
労
者
の
皆
さ
ん

日

月

26
６

※公開請求と公開決定等の件数の
相違は、１件の請求に対し複数
の公開決定がなされる場合があ
ること等によるものです。

功労表彰者（敬称略）
受賞者名 表彰分野 受賞者名 表彰分野

佐
さ

々
さ

木
き

廣
ひろ

子
こ

郷土史研究 石
いし

井
い

 烈
いさお

俳句

諸
もろ

岡
おか

時
とき

次
じ

民謡保存 片
かた

出
で

 實
みのる

写真

谷
たに

 伸
しん

司
じ

書道・落語 菰野
女声コーラス コーラス

句
の
愛
好
者
52
名
が
参
加
し
て
菰
野

町
芸
術
文
化
協
会
主
催
の
第
28
回
鈴

鹿
山
麓
菰
野
町
俳
句
大
会
が
７
月
13
日
に
町

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で

は
事
前
に
応
募
さ
れ
た
４
２
４
句
の
応
募
句

と
大
会
当
日
に
詠
ま
れ
た
当
日
句
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
特
選
句
等
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
町
内
の

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
か
ら
も
２
９
５
句

の
応
募
句
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

で
特
選
句
等
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

俳

俳句を通じて感じる――

四季のひと時

新
樹
光
浴
び
て
大
き
く
な
る
歩
幅 

村
田
佐
和
子
（
四
日
市
市
）

大
の
字
に
寝
て
極
楽
の
涼
し
さ
よ 

稲
垣
い
つ
を
（
鈴
鹿
市
）

当
日
句

応
募
句

第 28 回

鈴鹿
山麓

菰
野
町
俳
句
大
会
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47 回三重県道場少年剣道大会で上
位 17 チームに入り、東京都の日本

武道館で開催される第 58 回全国道場少年
剣道大会に出場する菰野嶺

れい
風
ふう

館
かん

の蔵
くら

元
もと

深
み

晴
はる

さん（菰野小５年、江野）、坂
さか

口
ぐち

大
だい

也
や

さん（同
５年、宿野）、向

むか
井
い

凰
おう

恭
すけ

さん（同６年、菰
野第三区）が町長を訪問しました。大将を
務める向井さんは全国大会への抱負として

「強い相手に勝ちたいです。まずは一回戦
で勝利することを目指して頑張ります」と
語り、町長は「心を落ち着けて普段の力を
発揮してきてください」と激励しました。

第

剣道で全国大会出場
三重県の強化指定選手にも選ばれる３人

日

月

10
◀
写
真
左
か
ら
蔵
元
さ
ん
、
坂
口
さ
ん
、
向

井
さ
ん
、
町
長

７

どもたちの芸事の発表の場としてコ
ボンタフェスティバルを町民セン

ターで開催しました。今回は全６団体の約
70 名が出演し、ステージに登場した子ど
もたちは、声楽やダンス、少林寺拳法など、
日頃の練
習の成果
を披露し
ていまし
た。

子

コボンタフェスティバル
子どもたちが日頃の成果を発表

日

７月

７
◀
楽
し
そ
う
に
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
大

羽
根
園
子
ど
も
太
鼓
の
皆
さ
ん

ヌーや OP（オプティミスト）ヨッ
ト、S

サ ッ プ
UP（スタンドアップパドルボー

ド）などが体験できるマリンスポーツ体験
会を B&G 海洋センター艇庫で開催しまし
た。参加した子どもや保護者の皆さんは、
それぞれ乗船する船艇を選び、操船技術を
学びながら夏ならではのアクティビティを
楽しんでいました。

カ

マリンスポーツ体験会
夏ならではの各種マリンスポーツを体験

月

中
◀
青
空
の
下
、
カ
ヌ
ー
や
S
U
P
、
O
P

ヨ
ッ
ト
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

７

辺で安全に活動できる知識や技能を
身に付けるための水辺の安全教室を

町内５校の小学校で開催しました。児童た
ちは服を着たままプールに入り、海や川な
どに落ちた時の泳ぎ方、ペットボトルやラ
ンドセルを使って長時間救助を待つ方法な
どを教わりました。子どもたちは、水の中
での衣服の動きにくさに驚きながらも、水
難時に助かる方法を真剣に学んでいまし
た。

水

水辺の安全教室を開催
水の事故ゼロを目指して７月

◀
服
を
着
た
ま
ま
プ
ー
ル
に
入
り
、
泳
ぎ
に

く
さ
を
実
感
す
る
児
童
た
ち

中

朝上分団第１班優勝 準優勝

３位 敢闘賞鵜川原分団
菰野分団第１班

大会結果

本部分団

45 回菰野町消防団消防操法大会を保
健福祉センターけやき北側駐車場で実

施しました。今回の大会では、約 60㍍先の
火点に向けて放水するポンプ車操法を行い、
夜間や休日に訓練を重ねてきた成果を消防団
員は、緊張感をもって発揮していました。ま
た、競技後には、三重県消防操法大会に三泗
地区代表として出場する千種分団が訓練成果
を披露しました。

第

消防操法大会を実施
５人１組で訓練の成果を発揮し競い合う6月

30
◀
迅
速
で
正
確
な
動
作
で
優
勝
し
た
朝
上
分

団
第
１
班
の
放
水

日

会を明るくする運動 内閣総理大臣
メッセージ伝達式を役場本庁で開催し

ました。この運動は、犯罪や非行の防止と罪
を犯した人の立ち直りについて理解を深め、
犯罪や非行のない地域社会を作ろうとする
全国的な運動で、今年で 74 回目を迎えまし
た。伝達式では千

ち
種
くさ

 錦
にしき

会長が内閣総理大臣
のメッセージを町長へ伝え、町内各所に黄色
い幟

のぼり
を取り付ける広報活動を実施しました。

社

社会を明るくする運動
町内各所に黄色い幟を取り付け７月

１
◀
伝
達
式
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

日

師としてコラムニスト、ラジオパー
ソナリティ等として多方面で活躍す

るジェーン・スーさんを迎え、男女共同参
画講演会「私らしさは誰のため？」を町民
センターホールで開催しました。講演の中
でジェーン・スーさんは、社会に蔓延する
女性の固定観念に
とらわれることな
く、自分を受け入
れて「自分らしく」
生きていくために
必要なエッセンス
について講演しま
した。

講

男女共同参画講演会を開催
人気ラジオパーソナリティが講演

日

７月

14
◀
満
席
と
な
っ
た
会
場
で
講
演
す
る
ジ
ェ
ー

ン
・
ス
ー
さ
ん

奈川県横浜市のパシフィコ横浜で開
催されたポケモンジャパンチャンピ

オンシップス 2024 カードゲーム部門の
ジュニアリーグで日本第３位に輝き、日本
代表としてハワイのホノルルで開催される
世界大会ポケモンワールドチャンピオン
シップス 2024 に出場する鵜

う
嵜
ざき

光
こう

生
せい

さん
（菰野小６年、菰野第二区）が町長を訪問
しました。鵜嵜さんは町長から今後の抱負
を問われると「日本大会では大きなミスを
して第３位に終わったので、世界大会でリ
ベンジしたい」と力強く答えました。

神

ポケモンカードで全国３位
２年連続の世界大会出場へ

日

月

11
◀
自
慢
の
カ
ー
ド
を
手
に
写
る
鵜
嵜
さ
ん

（
写
真
左
）
と
町
長

７
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「募集」「イベント」「おしらせ」など
町からの暮らしに役立つ情報を紹介
します。

No.
922

後半号

企画情報課編集・発行

８月１日発行2024 年８月

三滝川燈火まつり＆
菰野町民盆踊り大会イベント元気アップこものスポーツクラブ 　　　394-5018

健康福祉課健康づくり係　　391-1126　　394-3423
TEL FAX

TEL

地区 と　き ところ

杉谷 ８月 20 日（火）

13:30 ～
15:00

杉谷公会所

田光 ８月 21 日（水） 田光公会堂

潤田 8 月 23 日（金） 潤田集落センター

吉沢 ８月 27 日（火） 吉沢集落センター

申込不要・参加無料
元気づくり運動教室健康

FAX

問
掲

健康運動指導士による軽運動やストレッチ体操などを
行います。

地区 と　き ところ

田口新田 ８月 21 日（水） ９:30 ～
11:00

田口新田
公会所

池底 ８月 22 日（木） ９:30 ～
11:00

池底集落
センター

菰野第二区 ８月 22 日（木）13:30 ～
15:00

菰野第二区
公民館

奥郷 ８月 23 日（金） ９:30 ～
11:00

奥郷構造
改善センター

谷 ８月 28 日（水） ９:30 ～
11:00 谷公会所

申込不要・参加無料
介護予防運動教室

元気アップこものスポーツクラブ 　　　394-5018
健康福祉課介護高齢福祉係　　391-1125　　394-3423

TEL FAX

FAXTEL

問
掲

健康

健康運動指導士が椅子に座ってできる筋力アップ体操
や認知症予防体操などを行います。

第 39 回
秋季ソフトボール大会

▶と　き
▶ところ
▶対　象
▶参加費

▶申込締切

９月８日（日）、15 日（日）予備日：22 日（日）
朝明東西グラウンド
高校生以上のチーム
4,000 円

（スポーツ協会加盟団体は 1,000 円）
８月 16 日（金）

生涯学習登山イベント
「ライフ・イズ・クライミング！」イ

ベント

▶と　き

▶ところ
▶講　師
▶入場料
▶定　員

８月 31 日（土）
13:30 ～ 16:00
町民センター　ホール
小林幸一郎氏
無料
480 名（先着順）

三滝川の河川敷に紙コッ
プで作ったランタンを敷き
詰めてライトアップし、夏
の夜を幻想的な光で飾りま
す。盆踊りや夜店、スポー
ツアトラクションなど盛り
だくさんの夏祭りです。
▶と　き
▶ところ
▶駐車場

８月 17 日（土）16:00 ～ 21:00（小雨決行）
役場本庁南側河川敷周辺
役場本庁北側駐車場、けやき北側駐車場、町
民センター北・南駐車場、大羽根サッカー場
東側河川敷
※会場周辺は混雑が予想されますのでご留意

ください。

当日、ランタンの点火に参加できる方は、18:30 に
河川敷南のランタン会場にお越しください（お子様は
保護者同伴）。
・詳しくは、おしらせ版８月前半号折込チラシをご覧く

ださい。

視力を失ったクライマー 小
こば

林
やし

幸
こう

一
いち

郎
ろう

さんと視覚ガイ
ド 鈴

すず
木
き

直
なお

也
や

さんが、アメリカのユタ州にあるフィッ
シャータワーズの登頂を目指す映画『ラ
イフ・イズ・クライミング！』を上映
します。また、上映後には小林幸一郎
さんによる講演を行います。

イベント

スポーツ・文化振興会　　394-3930　　394-1517
コミュニティ振興課　　391-1160　　328-5995FAXTEL掲 元気アップこものスポーツクラブ 　　　394-5018

コミュニティ振興課　　391-1160　　328-5995
TEL FAX

FAXTEL

問
掲

問 申

ちびっこマスつかみ大会

▶と　き

▶ところ
▶対　象
▶参加費

８月３日（土）、10 日（土）、17 日（土）
10:00 ～ 12:00

（雨天および河川の増水時は中止）
朝明観光協会前見返橋上流　マスつかみ池
３歳～小学６年生まで（幼児は保護者同伴）
300 円（保護者同伴の場合は親子で 300 円）

夏の渓流でマスのつかみ取りを行います。

朝明観光協会　　393-1786
観光商工推進室　　391-1129　　391-1193

問
掲

TEL

TEL FAX

子宮頸がん個別検診と同時受診可能
HPV 検査健康

３年に一度、子宮頸がん個別検診の受診時に HPV（ヒ
トパピローマウイルス）検査を同時に受けることがで
きます。この機会にぜひ受診しましょう。

HPV は子宮頸がんの原因になるウイルスです。HPV
検査は細胞診検査（子宮頸がん検診）で採取した細胞
をそのまま利用するので身体への負担もかからず、が
んになる前（前がん病変）の段階でほぼ確実に見つけ
ることができます。
▶受診期限
▶対　象

令和７年２月 28 日（金）
31 歳～ 64 歳の女性で、３年に一度の対象
学年（昭和 34 年度、37 年度、40 年度……
以降、平成４年度生まれまで３歳刻み）に該
当する方

・対象の方には申し込みの有無にかかわらず、６月上旬
に受診券を送付しました。詳しくは、受診券に同封の
通知文をご確認ください。

健康福祉課健康づくり係　　391-1126　　394-3423問 FAXTEL

成人男性の
風しん無料抗体検査、予防接種健康

風しんは、感染者の飛まつなどによってうつる感染
力が強い感染症です。令和６年度は下記の方が風しん
の無料抗体検査および予防接種の対象となっており、
無料クーポン券を送付済みです。風しんの発生や、
まん延を予防するため、まだ検査を受けていな
い方は、医療機関または職場等の検診にクー
ポン券を持参し、検査を受けてください。
▶対　象

▶期　間

▶料　金

昭和 37 年４月２日 ～ 昭和 54 年４月 1 日生
まれの男性
抗体検査…令和７年２月 28 日（金）
予防接種…令和７年３月 31 日（月）
※実施期間は変更となる場合があります。
無料（無料クーポン券が必要です）

・クーポン券の再交付を希望する場合は健康福祉課（役
場本庁１階）までお問い合わせください。

・風しんの無料抗体検査および予防接種は今年度で終了
します。検査等を希望する方は、期間内に受診してく
ださい。
健康福祉課健康づくり係　　391-1126　　394-3423問 FAXTEL

地域リハビリテーション
推進事業研修会健康

主催 /（福）鈴鹿聖十字会
後援 / 菰野町、菰野町社会福祉協議会

高齢者の方の転倒を予防し、より豊かな生活を送るた
めの研修会を開催します。
▶と　き
▶ところ
▶テーマ
▶内　容
▶講　師
▶対　象

▶定　員
▶申込期間

８月 31 日（土）13:30 ～ 15:30
聖十字看護専門学校　講堂
転倒予防のリハビリ～バランス能力を改善する～
転倒予防の意義についての講演、運動の実技
四日市大学総合政策学部教授　小

こい
泉
ずみ

大
だい

亮
すけ

氏
健康づくりや運動に関心のある方、高齢者の
健康づくりに取り組んでいる医療福祉従事者
40 名（先着順）　　　▶参加費　無料
８月 16 日（金）～８月 29 日（木）
※定員に達し次第、締め切ります。

介護老人保健施設　聖十字ハイツ
394-5880　　394-5882

健康福祉課介護高齢福祉係　　391-1125　　394-3423
TEL FAX

問 申

FAXTEL掲

▶と　き

▶ところ
▶対　象
▶内　容

８月 28 日（水）
9:30 ～ 12:00/13:30 ～ 16:00
北部子育て支援センター
就学前の子どもとその保護者
的あて、魚釣り、スタンプラリーなど

わっしょい！北部まつりイベント

北部子育て支援センター         396-0707
子ども家庭課　　391-1124　　394-3423

問 TEL FAX

掲 TEL FAX

問

申込不要・参加無料
みんなの運動サロン

と　き ところ

８月 15 日（木）

10:00 ～
     11:00

鵜川原地区コミュニティセンター

８月 16 日（金） 竹永地区コミュニティセンター

８月 20 日（火） 千種地区コミュニティセンター

８月 22 日（木） 朝上地区コミュニティセンター

８月 27 日（火） 菰野地区コミュニティセンター

運動が苦手な方でも安心して取り組める介護予防運動
を主目的としたサロンです。介護予防運動ボランティ
アのお元気サポーターと一緒に介護予防運動を行いま
す。

健康

運動制限がない方
セラバンド（ない方は貸し出し可）、飲み物

▶対　象
▶持ち物

社会福祉協議会　　394-1294　　394-3422
・お住まいの地区の運動サロンへ参加してください。

TEL FAX

コミュニティ振興課　　391-1160　　328-5995問 FAXTEL

【みんなでランタンに火をともそう】

イベント

TEL FAX

申し込みは
こちらから

申込不要・参加無料
出張健康相談

▶と　き
▶ところ
▶内　容

▶持ち物

８月 23 日（金）9:30 ～ 11:30
朝上地区コミュニティセンター
血圧測定、検尿、体脂肪チェックなどの身体
の心配相談、こころの健康相談、栄養士によ
る食事の相談
健康手帳、健診結果（受診された方のみ）

健康福祉課健康づくり係　　391-1126　　394-3423問 FAXTEL

相談
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相談は無料で秘密を厳守します。気軽にご相談ください。

三重県北勢福祉事務所の相談
女性相談：夫婦問題、離婚、職場の人間関係など
月〜金　9:15 〜 16:00（年末年始、祝日除く）

352-0557TEL

津地方法務局四日市支局による人権相談

353-4365       353-4367TEL FAX
月～金　8:30 〜 17:15（年末年始、祝日除く）

各種相談コーナー Your worries...

８月の納付 町県民税２期、国民健康保険税２期

16 金 みんなの運動サロン（竹永地区）/ 一般何でも相談

17 土
三滝川燈火まつり & 菰野町民盆踊り大会
図書館周辺の昆虫たち / ファミサポ登録会
普通救命講習Ⅲ

18 日 普通救命講習Ⅰ

19 月 わくわく広場（竹永幼保園）

20 火 こもっ子サロン / 元気づくり運動教室（杉谷）
みんなの運動サロン（千種地区）/ 法律相談

21 水
えほん広場 / 元気づくり運動教室（田光）
介護予防運動教室（田口新田）
心配ごと相談 / 人権相談 / 行政相談

22 木 こもしか広場 / みんなの運動サロン（朝上地区）
介護予防運動教室（池底・菰野第二区）

23 金
すくすく広場 / 出張健康相談
元気づくり運動教室（潤田）
介護予防運動教室（奥郷）

24 土 パパママ教室 /SS ピンポン

26 月 わくわく広場（鵜川原幼保園）

27 火
赤ちゃんと産後ママのほっとサロン
元気づくり運動教室（吉沢）
みんなの運動サロン（菰野地区）/スカベンジャーハント

28 水 わっしょい！北部まつり / 介護予防運動教室（谷）
心配ごと相談 / 人権相談

31 土 生涯学習登山イベント「ライフ・イズ・クライミング！」
地域リハビリテーション推進事業研修会

ふれあい相談センター ▶ところ  けやき１階
一般相談 専門相談
種別・時間 相談日時 種別・時間 相談日時
一般何でも相談 16 日 人権相談 21 日、28 日
10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 15:00
心配ごと相談 21 日、28 日 行政相談 21 日
10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 15:00
電話福祉相談 毎週月～金
８:30 ～ 17:00

※ご相談いただけるのは町内
在住の方となります。

※土日､祝日はお休みです。
394-5294（直通）　　394-3422TEL FAX

子ども家庭課      391-1124      394-3423問 TEL FAX

▶と　き
▶ところ
▶対　象
▶内　容

８月 22 日（木）10:00 ～ 11:00
保健福祉センターけやき２階　健診コーナー
就園前の子どもとその保護者
歯みがきの仕方、フロスの使い方
などお口に関する相談

こもしか広場イベント

上記共通情報

▶と　き

▶ところ
▶対　象
▶内　容

８月 23 日（金）
９:30 ～ 11:00　随時身体測定、各種相談

11:00 ～ 11:20　お楽しみ会　
北部子育て支援センター
就園前の子どもとその保護者
身体測定、手遊び、紙芝居など

すくすく広場イベント

北部子育て支援センター         396-0707
子ども家庭課　　391-1124　　394-3423

問 TEL FAX

掲 TEL FAX

▶対　象
▶持ち物

町内に在住する就園前の子どもとその保護者
飲み物、帽子、着替え

ところ と　き

竹永幼保園 ８月19日（月）
10:00～11:30

鵜川原幼保園 ８月26日（月）

わくわく広場イベント

子育て支援センターのスタッフと一緒に、園庭やホー
ルで楽しく遊びましょう。

申込不要・参加無料
こもっ子サロンイベント

▶と　き
▶ところ
▶対　象

８月 20 日（火）10:00 ～ 11:15
保健福祉センターけやき２階　運動指導室
就学前の子どもとその保護者

社会福祉協議会　　394-1294　　394-3422TEL FAX

赤ちゃんと産後ママの
ほっとサロンイベント

▶と　き

▶ところ
▶対　象
▶持ち物

８月 27 日（火）
 ９:30 ～ 11:30　身体測定、各種相談
10:00 ～ 10:20　（１回目）赤ちゃん体操

ママのリラックス体操
10:30 ～ 10:50　（２回目）赤ちゃん体操

ママのリラックス体操
※体操は同じ内容で２回実施します。都合の

良い時間帯にお越しください。
保健福祉センターけやき２階　健診コーナー
生後６か月までの子どもとその保護者
母子健康手帳、飲み物、バスタオルまたはおく
るみ（動きやすい服装でお越しください）

パパママ教室イベント

▶と　き
▶ところ
▶対　象
▶内　容

８月 24 日（土）9:30 ～ 11:30
保健福祉センターけやき２階　健診コーナー
妊婦とその家族
沐浴体験、妊娠中の歯についての話、妊婦体験

子ども家庭課　　391-1124　　394-3423TEL FAX問 申

えほん広場イベント

▶と　き
▶ところ
▶内　容

８月 21 日（水）10:30 ～ 10:50
保健福祉センターけやき２階 子育て支援センター
保育士による絵本の読み聞かせ、手遊び

子育て支援センター　　391-2214　　394-3423  
子ども家庭課　　391-1124　　394-3423

FAX問 TEL

掲 TEL FAX

音やリズムを使って、英語であそびましょう。

ファミサポ相談・登録会

ファミサポ（ファミリーサポートセンター）の利用方
法の相談や、サポート / 依頼会員の登録などを行います。

相談

▶と　き
▶ところ

８月 17 日（土）10:00 ～ 11:30
保健福祉センターけやき２階 子育て支援センター

問

問 社会福祉協議会　　394-1294　　394-3422TEL FAX

犬や猫の避妊、去勢には手術費用の助成制度がありま
す（助成額は、犬・猫どちらも同額です）。

情報
犬猫の避妊等の手術費補助金

▶申込期限 令和７年３月 31 日（月）
※予算枠に達し次第、締め切ります。
個人の飼い主 第二種動物取扱業者

助
成
額

メス：3,000 円
オス：2,500 円

メス：6,000 円
オス：5,000 円

補
助
対
象

犬：町で畜犬登録をし、狂
犬病予防法第５条に基
づく狂犬病の予防注射
を受けていること

猫：飼い主の住民登録が町
にあり、町内で飼養さ
れていること

詳しくは環境課まで
お問い合わせくださ
い。

・手続き方法や申請に必要なものは、手術の実施時期や
手術を行う動物病院によって異なりますので、事前に
環境課へお問い合わせください。

人と動物が共生できる町となるように、犬や猫など動
物の飼い方や接し方について、ご理解とご協力をお願
いします。

情報
犬や猫、動物についてのお願い

【犬についてのお願い】
・狂犬病予防法により、生後 91 日以上の犬は取得した

日から 30 日以内に登録をしてください。また、毎年
の狂犬病予防注射の接種が必要です。

・飼い主の変更や犬の死亡など、登録内容に変更があっ
た場合は届出が必要です。

・敷地内でも放し飼いはしないでくださ
い。散歩の際はリード等でしっかり管
理をしてください。

・ふんは飼い主の責任で必ず適切に処理
してください。

【猫についてのお願い】
・猫を屋外で飼うと他人の敷地内でふんや尿をする、畑

や庭を荒らすなど、地域の方の迷惑になります。また、
交通事故や感染症等にさらされる危険もありますの
で、屋内で飼うようにしてください。

・飼っていない猫には無責任に餌を与えな
いでください。自宅で飼うことが難しい
場合は「避妊・去勢手術を行う」、「引き取
り先を探す」などの方法をご検討くださ
い。

上記共通情報
環境課      391-1150      391-1193TEL FAX

【動物についてのお願い】
・ペットに限らず、野良猫などの愛護動物を捨てたり、

虐待する行為は犯罪です。違反すると懲役や罰則が科
せられます。また、ペットを飼う場合は、最後までき
ちんと面倒をみることができるかよく検討してから飼
いましょう。

上記共通情報

クペリの子育て無料相談相談

▶と　き
▶ところ
▶相談員
▶相談内容
▶申込期間

８月 24 日（土）9:00 ～ 12:00
北部子育て支援センター
あおい・桜あおい幼稚園園長　松

まつ
永
なが

高
たか

弘
ひろ

氏
子育て、親子関係、不登校などの悩み
８月 15 日（木）～８月 21 日（水）

（一社）子ども子育て・教育研究所（クペリ）
090-9184-7088　　　info@cperi.net

子ども家庭課　　391-1124　　394-3423
TEL

掲 TEL FAX

E-mail

問 申

問 申

令和６年度下水道排水設備
工事責任技術者試験情報

▶と　き
▶ところ

▶申込期間

12 月 5 日（木）13:00 ～
三重県総合文化センター

（三重県津市一身田上津部田 1234 番地）
８月５日（月）～９月９日（月）
※当日消印有効

（公財）三重県下水道公社　総務課
0598-53-2331　　0598-53-4867

上下水道課　　391-1136　　391-1194
TEL FAX

問 申

TEL FAX掲



あつまれ！こものっ子

◀菰野町 MaaS「おでかけこもの」
https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/URL

◀菰野町ホームページ
http://www.town.komono.mie.jp/URL

＊ホームページでは、広報こものを当紙と同じ
体裁でご覧いただけます。

あつまれ！こものっ子

開館時間

菰野町内にあった水車
水車は 17 世紀後半から各地に設置さ
れたとされ、特に農家の動力源として
明治、大正にわたって爆発的に普及し
ていきました。三重県で最も古い水車
の記録は元禄 11 年（1698 年）、名張
に存在していたもので、菰野町でも豊
富な灌漑用水路の水流を利用してかな
り早くから水車が存在していたとされ
ています。古い水車として菰野第三区
の川原町にある通称「新池」から出る
湧水を利用した庄部の水車と金渓川沿
いの南瀬古の水車の２か所が「菰野大
繪図」に描かれています。郷土史研究
家の佐々木 一さんの調査によると朝明
川以南で 59 台もの水車がかつて町内に
設置されていたそうです。

第 125 回

ありがとう
ございます

企業版ふるさと納税として▶㈱ Frankel から部活動地
域移行への支援として 10 万円
社会福祉のために▶菰野郵便局（三重部会）から食品
▶匿名で１万円▶図書ボランティア「こもりぶサポー
ター」児童書ふるほん市実行委員会から 30,143 円▶
八風農園雅から１万円▶あゆみの会から 5,000 円▶匿
名でコードレススチームアイロン
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菰野町では、令和 6 年能登半島地震で被災された
方々の生活を支援するため、義援金を受け付けて
います。皆さんから義援金として1,013,882円（７
月 23 日現在）のご支援をいただいており、日本
赤十字社を通じて被災地へ送ります。

能登半島地震災害義援金を受付中

問
い
合
わ
せ

総務課
安全安心対策室
TEL 391-1102
FAX 394-3199

俳
句
　
朝
上
俳
句
会
　
石
井
い
さ
お 

選

令和６年

１ 木

２ 金

３ 土
10:00 ～手づくり絵本教室
13:15 ～民話がたり
14:00 ～楽しいおはなし会

４ 日

５ 月 休館日

６ 火

７ 水 14:00 ～ 楽しいおはなし会

８ 木

９ 金

10 土 10:00 ～手づくり絵本教室
14:00 ～楽しいおはなし会

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土
10:00 ～図書館周辺の昆虫たち
11:00 ～朗読劇
13:15 ～民話がたり
14:00 ～楽しいおはなし会

18 日

19 月 休館日

20 火

21 水 14:00 ～楽しいおはなし会

22 木 15:30 ～英語のおはなし会

23 金

24 土 14:00 ～楽しいおはなし会

25 日

26 月 休館日

27 火 休館日
14:00 ～スカベンジャーハント

28 水

29 木

30 金

31 土 14:00 ～楽しいおはなし会

図書館カレンダ－
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８月

件数 １月からの累計
火災発生 ０ ５
救急車出動 124 803

交通事故 11 75
急病 81 555
一般負傷 23 122
その他 ９ 51

救助出動 ４ 12
交通事故 107 600

物損事故 105 578
人身事故 ２ 22

死者 ０ １
傷者 ２ 26

数 増減
総人口 40,858 人 ＋６人

男 20,265 人 ±０人
女 20,593 人 ＋６人

総世帯数 17,325 世帯 ＋ 22 世帯

『100 年学習時代
はじめての「学習学」的生き方入門』
▶本間正人 / 著
▶中央経済グループパブリッシング（379/ ホ）
最終学歴よりも最新学習歴の更新こそが、社会人として
の成功の鍵を握り、人生を豊かにします。学ぶ側の立場
に立った「学習学」の全容と実践方法を紹介しています。

『ぎゅぎゅっと地学 大地、海、空、そして宇宙
ダイナミックで壮大な地球のサイエンス』
▶田近英一 / 監修
▶ニュートンプレス（J450/ ギ）
地球環境の変化が暮らしに大きな影響をおよぼすように
なり、近年重要視されている地学の知識。地球の構造や
プレートの運動、山の成り立ちや地震と火山のメカニズ
ムなど、地学の基本を豊富な図版を用いてわかりやすく
解説しています。

『うまうまあーん！』
▶エヴァ・モンタナーリ / 作
▶まつかわまゆみ / 訳
▶評論社（E/ モ）
ごはんの時間です。母さんロバは、赤ちゃんロバにごは
んを食べさせようとしますが、赤ちゃんロバはぷいと横
を向くばかり。赤ちゃんロバは、とうとう逃げ出し、ひ
とりで森の中に駆け込んで…。小さな冒険が赤ちゃんロ
バに食べることの楽しさを教えてくれたのでした。

新着図書から

「災害に備えて」
▶８月 28 日から

８
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岡

４歳

小学校入学前の子ども（０歳～６歳）の写
真を募集しています。下記の情報を入力し、
QR コードから写真を送付してください。
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菰野第三区
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菰野第二区

２歳

広報こもの
№ 768
15

①お子さんの氏名（ふりがな）
②お子さんの生年月日
③保護者の氏名　④住所
⑤連絡先　⑥在住区
※応募多数の場合、掲載できない場合があります。
※被写体は１人までとさせていただきます。

申し込み
logo フォーム

CH
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DATA ６月のデータ
【６月末現在】

「家族と」
▶８月 25 日まで
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家族と
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▶８月 25 日まで
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５歳

▲朝明川以南にあった水車を図示した地図（地
図中の〇が水車があった箇所）

夏休み、そしてお盆。８月は家族で集うことも
増えるのではないでしょうか。そんな季節に家
族をテーマにした小説などを集めました。

今年も夏休みの自由研究のヒントを見つける
ためのコーナーを設けています。あわせて「図
書館を使った調べる学習コンクール」の入賞
作品の展示もしています。参考にどうぞ！

図書館を使って調べてみよう

読書旅行 100 冊達成！
10 冊読むごとに読書パスポートに
１枚シールを貼っていく「目指せ
100 冊！読書旅行」で二人が初め
て 100 冊を達成しました。

祝

坂
さ か

倉
く ら

駿
しゅん

介
す け

さん
鵜川原小３年 桜台小６年

金
か な

井
い

萌
も

恵
え

さん



■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp
＊「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けしています。
　ご希望の方は企画情報課（TEL 391-1105/FAX 391-1188）にお問い合わせください。
＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。
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菰野町では菰野町学校給食検討会の結果報告等を受け、学校給食
センターの建設に向けて着手しました。

菰野町学校給食検討会の設置

小中学校給食の在り方検討
結果報告書

菰野町学校給食基本構想

菰野町学校給食共同調理場
施設整備基本計画書

学校給食センターは、建築基準法上の用途が「工場」となり、原則として市街化区域の「工
業専用地域」等を用地とする必要があります。また、費用を低減し、センター運営を
効率的に行うためには、町内の各小中学校まで短い時間で配送できる場所が適してい
ます。現在、町では学校給食センターの用地を選定して地質調査等を実施しています。

自校方式による
全員喫食の給食

小学校
デリバリー方式に
よる選択制の給食

学校給食センター方式による
全員喫食の完全給食

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

令和
６年

学校給食センター建設に向け 現在用地調査中

菰野町学校給食共同調理場
施設整備に係る官民連携手
法導入可能性等調査の実施

中学校

学校給食をめぐる近年の経緯
4 月

６月 第１回菰野町学校給食検討会

11月 第２回菰野町学校給食検討会

３月 第３回菰野町学校給食検討会

７月 第４回菰野町学校給食検討会

第５回菰野町学校給食検討会

３月 第６回菰野町学校給食検討会

11月

３月

４月

３月

９月

令和４年３月の報告書を踏
まえて、小中学校共同の学
校給食センター
の整備に向けて
の構想を策定

具体的な施設規模、建設候補地の要件、必要な機能・
設備、センターの整備運営手法、整備スケジュールな
どを記載

▲令和４年３月、教育長に報告書を手渡
した学校給食検討会の皆さん

民間のノウハウを活用し、行政と民間が連携して効率的に学校
給食センターを建設・運営するための手法を検討し、町の財政
負担の軽減や効率化を図るための調査

菰野町学校給食基本構想に
係るパブリックコメントを
実施

４月

給食の実施方法として『中学校給食における全員喫食
の早期実現』『小学校給食および中学校給食を併せた
給食調理施設のセンター方式への移行検討』などを検
討結果として報告

中学校給食は、選択制の給食ではなく
全員喫食の早期実現を図るポイント1

みんなで食べる
給食、楽しいね！

小学校の給食室は老朽化対策やドライ
システム化が必要で、増築が困難なた
め、センター方式へ移行

給食室の施設整備基準や運用面での課
題、財政面や効率性を考慮し、小中共
同の学校給食センター建設を計画

ポイント2

ポイント3
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学校給食
センター

建設へ


